






要約 

昭和 61 年度の本研究班において,出生直後に挿管 bagging などにより高濃度酸素を投与さ

れた例に,未熟児網膜症(以下 ROP と略す)の発症率の高かったことを報告した。今回は分娩

室及び搬送中に P02の control を確実にすることによって ROPの発症を減少させ得るか否

かを検討した。即ち上記のことに特に留意した昭和 61 年より昭和 63 年迄の 3 年間の ROP

の頻度と,それ以前の3年間の頻度を比較した結果,出生体重1,000g未満の超未熟児におい

て統計学的に有意にROP の頻度は低下した。特に ROP2 期,3 期の例が少なく,20 例中 2例に

過ぎず,冷凍凝固を要した例も無かった。1,000g 以上の群では両期間に統計学的有意差は

なかった。最も頻度が高く重症化の危険の高い超未熟児において ROP の減少をみたこと

は,ROP 予防上一つの前進と考えられる。 


